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編集方針

当社は経営理念「人と社会の未来を笑顔でつなぐ」のもと、中長期的な

視点からのバックキャストで経営ビジョンやマテリアリティ（重要課題）を 

特定しました。今回の統合報告書では、IFRS財団の「国際統合報告フレー

ムワーク」などを参照しつつ、株主・投資家をはじめとした幅広いステー

クホルダーの皆さまに、こうしたジョーシングループの目指す方向性や経営

における重要な戦略、価値創造の基盤となる事業活動やESGの取り組

みなどを説明するとともに、建設的な対話を通じた持続的な企業価値の 

向上を目的として作成しています。

なお、当社のサステナビリティサイトは、本統合報告書記載の内容と基本的

には同一内容のESG情報をご紹介していますが、最新の取り組みやデータを

随時追加・更新していく予定です。あわせてご覧ください。

対象組織 上新電機株式会社及び連結子会社１２社

対象期間  2022年4月1日から2023年3月31日
  （一部に2023年4月以降の情報を含みます）

発行年月 2023年9月

報告サイクル 年1回

〈 見通しに関する注意事項 〉
業績予想などは、当社が現時点で入手可能な情報と、合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績はさまざまなリスク

や不確実な要素などの要因により、異なる可能性があります。

サステナビリティ
（Web）

サステナビリティ
（Web）

IR情報

https://www.joshin.co.jp/joshintop/ir.asp

コーポレートサイト

https://www.joshin.co.jp/

サステナビリティ

https://www.joshin.co.jp/joshintop/csr/
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